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第 30 回岐阜県理学療法学会を終えて

第 30回岐阜県理学療法学会　　　　　　

準備委員長　　武　市　陽　介　

　令和 2年 2月 16日（日）第 30回岐阜県理学療法学会を「地域に繋げる五輪の輪～リハビリテーション
の今後の展望～」をテーマに中部学院大学にて開催させていただきました。今回の会場は初めて大学を使
用し、中部学院大学の先生方の準備段階からのご協力もあり、滞りなく大変盛況に開催できたことに感謝
したいと思います。学校といった場所であることから学会を行うにあたり十分な設備が整っており大変運
営が行いやすく素晴らし会場で行うことができました。また、現状の新型コロナウイルスの猛威を受け振
り返ると開催するにはギリギリの時期であり運良く開催できたと実感しております。
　本学会では新たな試みとしてセレクション演題といったセッションを設け当日の発表にて審査を行い閉
会式に表彰を行う形式をとらせていただきました。全体では 48演題の発表があり、発表後は活発な質疑応
答になるなど大変良い盛り上がりになりました。参加者も例年以上になり、岐阜県理学療法士会の皆様の
臨床・研究に対する変わらぬ熱意を感じられるよい機会となりました。
　特別講演として長崎大学の沖田実先生をお招きして「新たな症候概念 運゙動器不活発症候群 の゙メカニズ
ムと治療戦略」といったテーマで講義していただきました。最新の知見を踏まえ治療のあり方について分
かりやすく解説いただき今後の臨床に生かしていける大変有意義な機会となったと感じております。
　最後になりましたが、本学会を行うにあたり準備委員として中嶋久雄学会長、三川浩太郎先生、下本直樹
先生、片桐由浩先生、伊藤あかり先生、松井健次先生、大澤巧先生、西部美晴先生と私を加えた 9名で約
1年前より準備を進めてきました。また、今回前日の準備や当日の運営スタッフとして中部学院大学、中濃
厚生病院、美濃市立美濃病院、関中央病院の先生方のご協力もあり、無事学会の運営を終えることができ
ました。ご協力いただきました皆様にあらためて心より感謝申し上げます。学会にここまで関わる機会は
なかったので沢山の方に支えられて学会が行われている事がわかり大変貴重な経験となりました。ありが
とうございました。

　現在、県内でも新型コロナウイルスの脅威の中、見えない敵と闘いながら仕事に従事しておられる先生
方は多いと思います。大変な状況の中ですが、今後も自分たちの住み慣れた地域に理学療法士としてどう
関わっていけるのか考え、できることを一つずつ進めながら現状を乗り越えていきましょう。
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令和元年度
（公社）岐阜県理学療法士会
第 4回理事会議事録（要約）

日時：令和 2年 2月 1日（土）13時より
場所：岐阜県水産会館

出席： 舟木一夫、村雲憲、山下恒彦、岡村秀人、小
池孝康、岸本泰樹、木村信博、河合克尚、臼
井美由紀、小野晶代、植木努、田島嘉人、久
保田将成、伊藤友紀、田中利典

欠席：吉井秀仁、棚橋一憲

議題 1：会長及び理事報告

議題 2：新入会員の承認→ 4名承認

議題 3：令和元年度補正収支予算案
　　（収入の部）： 士会費収入が当初予算比約 10万

円減 
　　（支出の部）： 事務所移転に伴う消耗品購入、臨

床実習指導者講習会追加予算、地
域包括補助金減額に伴う費用の減
額等あり

　　※会計事務所担当者より公益 3基準を満たし
　　　ていることが確認できた報告あり。→承認　

議題 4：令和 2年度事業計画案
　 令和 2年度岐阜県理学療法学会会場がセラミッ
クパーク美濃に決定。（山下）その他、前回理事
会からその他の変更なし。→承認 

議題 5：令和 2年度予算計画案→
　 当期収入合計 26,355 千円　新入会員 50名を予
想　当期支出合計 26,355 千円　会員名簿発刊予
定、事務所移転による賃料増額あり→承認

議題 6：定款変更→休会についての項目を盛り込み、
　次回総会にて審議を諮る →承認

議題 7：後援依頼に対する審議→「東海・北陸ペイ
　ンクリニック学会」より後援依頼あり
　→申請書類、内容に問題なく承認

議題 8：会員会費について→正会員会費規定に基づ
　 き審議。事業継続、会員への負担を考慮し会費に
ついては増減なしとする。引き続き経費削減に務
める。→承認

議題 9：理学療法の日　全国一斉イベントについて
　→PT週間事業部が中心となり開催することとす
　る。→承認

議題 10：リハビリテーション地域ケアサポート窓
　口の開設について→今一度、開設の目的役割を明
　確にしてから再考とする。

議題 11：県士会広告規定について→ホームページ
　には求人広告の掲載はしない。掲載料を分かりや
　すくし改定。→承認

議題 13：その他報告あり
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教育部より

～ 本年度予定 ～

　教育部は新人教育プログラム研修会を担当して
おります。本年度は感染症の影響から例年と異なる
方法で準備を進めておりますが、皆様の安全面を考
慮しますと、日本理学療法士協会が運営する e- ラー
ニングでの受講を強くお勧め致します（詳細につき
ましては日本理学療法士協会ホームページをご確
認頂きますようよろしくお願い致します）。
　本年度開催予定は以下の表をご参照下さい。（新
プロは全国どこでも履修は可能です。）今後の詳細
は岐阜県理学療法士会 ホームページ 新人教育プロ
グラムのバナーのご確認をお願い致します。

日　付 会　場 テーマ

令和2年
9月13日（日）

苗木交流センター
B-1,B-2,B-4,
D-1,D-4

令和 2年
10月25日（日）

ソフトピア
ジャパンセンター

B-1,B-2,B-3,
D-2,D-3

令和 2年
12月 6日（日）

セラミック
　パークMINO

A-1,A-2,A-3,
A-4,A-5

令和 3年
1月 17日（日）

ワークプラザ
　　　　　岐阜

A-1,A-2,A-3,
A-4,A-5

A：必須 B：選択（3単位）C：選択（4単位）
D：選択（2単位）E：選択（1単位）

　新プロの受講登録は日本理学療法士協会 ホーム
ページ マイページよりお願い致します。（開催日3ヶ
月前頃より、受付開始予定）今からでも履修計画を立
て、ぜひ修了頂きますようよろしくお願い致します。

「GPTA 第 3回合同症例検討大会」

　教育部主催にて、症例検討大会を行っておりま
す。一昨年まで、各支部において症例検討会が年に
数回実施されていました。それらを統合し、一日で
学会形式のように行っております。県内多くの方に
出席頂きたいと考えております。発表者は計 30名
を予定しておりますので、発表とともにご参加の
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程、よろしくお願い致します。

 症例発表を行える対象者は新人教育プログラムの

C領域が未履修の方。発表することで「C-6 症例発

表」の 3単位を修得可能です。

日　付　 会　場 履修単位

令和 2年

11月

15日（日）

わかくさプラザ

（関市）予定

・C-6（発表者のみ

　3単位付与）,

・E-1（開催予定、

　受講にて付与）

 詳細は岐阜県理学療法士会 ホームページをご確

認下さい。

 なお、新プロ研修会と症例検討大会におきまして

は今後も感染症の影響により開催を変更する場合が

ございます。

「お知らせ」

教育部員を募集しております。

現在 8名で活動しております。

興味のある方は

 E-mail：gifushinpuro_2012@yahoo.

co.jp まで。教育部長 木村 英司 

社会局 厚生部より

 厚生部では会員の皆様の福利厚生で、ご結婚の際

にカタログギフトを贈呈しています。

会員の結婚に伴うカタログギフト送付者（敬称略）

令和元年 11 月１日～令 和 2年 2月 29 日

★水野 綾夏  （多治見市民病院）

★林  聡美  （市立恵那病院）

★森  加絵  （揖斐厚生病院）

★谷口 嵩松  （美濃市立美濃病院）

★藤本 幹司  （中濃厚生病院）

★笠城 万智  （自宅）

★藤代 昌夕乃 （各務原リハビリテーション病院）

ご結婚、おめでとうございます。

※結婚届を申請する場合は、連絡のとれる電話番号

 の記載をお願いしています。

   何らかの確認でお電話を差し上げることがあり

ますので、必ず連絡のとれる番号をご記入願いま

す。058 － 276 － 7755 から番号通知しておか

けします。ご協力をお願い致します。

厚生部では、下記の内容を実施しております。

1）災害見舞金  会長の判断による。

2）結婚のお祝い  会員の結婚に際しお祝いの品（カ

タログギフト）を贈る。

         （本人または他会員の申請による）

3）弔電      会員の両親、配偶者、子供死亡

の場合は弔電。

          会員外は会長が認めた場合。

4）供花      会員本人に不幸があった場合、

供花を供える。

5）イベント助成  会員有志によるスポーツ大会な

どの助成。

          企画型）フットサル等 多人数

で行う競技の助成

         参加型）マラソン等 個人競技

           

 上記以外にもご意見・要望、不明な点がございま

したらご連絡ください。

連絡先

〒 500 － 8288

岐阜県岐阜市中鶉 2丁目 99 番地

TEL 058－276－7755 FAX 058－276－7733

  介護老人保健施設 喜の里

            名和 敏晃

学会評議員会より

～ 第 30 回県理学療法学会にて、
優秀演題の表彰式を

　　　　　　　執り行いました ～

 令和 2 年 2 月 16 日開催の第 30 回岐阜県理学療

法学会（中部学院大学）にて発表されました 48 演

題の中から、最優秀賞 1題、奨励賞 2題が選出され、

閉会式にて表彰式が執り行われました。
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　今回より、表彰対象者を事前に選出し、開会式後
のセレクション演題のセッションにてご発表いただ
く形となりました。以下に受賞者をご紹介します。

最優秀賞

小　林　魁　瑠　先生
( 岐阜大学医学部附属病院 )
投球練習前後における肩周囲筋の組織弾性値と
血流動態について

奨 励 賞

山　藤　滉　己　先生
( 山内ホスピタル )
側方転倒回避動作方略の違いにおけるメカニズム

奨 励 賞

江　頭　雅　己　先生
( 各務原リハビリテーション病院 )
回復期リハビリテーション病棟における療法士
介入時間の増加が及ぼす影響
 

　受賞者の皆様、誠におめでとうございます。皆様
の今後益々のご活躍をお祈りいたします。
　なお、受賞された皆様の発表は、論文として岐阜
県理学療法士会学術誌第 25号に掲載予定です。
　本会の学術向上のため、今後も皆様の活発な演題
発表、学術誌への寄稿をお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　学会評議員長　小池　孝康

写真左から小林先生、山藤先生、江頭先生、中嶋学会長

各 業 紹事 部 介

社会局　厚生部より

部長　名和　敏晃
厚生部では、下記の内容を実施しております。
1）災害見舞金　　会長の判断による。
2）結婚のお祝い　 会員の結婚に際しお祝いの品（カ

タログギフト）を贈る。
　　　　　　　　　（本人または他会員の申請による）
3）弔電　　　　　 会員の両親、配偶者、子供死亡

の場合は弔電。
　　　　　　　　  会員外は会長が認めた場合。
4）供花　　　　　 会員本人に不幸があった場合、

供花を供える。
5）イベント助成　 会員有志によるスポーツ大会な

どの助成。
　　　　　　　　　 企画型）フットサル等　多人数

で行う競技の助成
　　　　　　　　　参加型）マラソン等　個人競技
　　　　　　　　　　　
　上記以外にもご意見・要望、不明な点がございま
したらご連絡ください。

連絡先
〒 500－ 8288
岐阜県岐阜市中鶉 2丁目 99番地
TEL 058－276－7755　FAX 058－276－7733
　　介護老人保健施設　喜の里
　　　　　　　　　　　　名和　敏晃

社会局　調査部より

　調査部では、毎年「会員アンケート調査」を行っ
ています。お忙しいなか、皆さんにはアンケート回
答にご協力いただきありがとうございます。会員数
は 1700 名を超え、年々組織の構成は変わってきま
す。アンケートを通じて皆様の状況をお聞きし、組
織の全体像を把握することで、本会の事業運営に反
映しています。「会員属性調査」は毎年行うことが
重要となります。
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　また、働き方や情報文化の変遷など、皆さんが「今
思うこと」を簡潔に把握し、会員の動向や多数意見
を本会運営に反映できるよう、質問事項は役員と協
議して実践しています。アンケート集計結果につい
ては「らいちょう」と「本会ホームページ」に掲載
しています。
　SNSや電子媒体など、調査の手法も IT 化を図る
時期に来ています。コスト面などクリアできれば、
今後新しいご提案をするかもしれません。その際に
は皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたし
ます。
　　　部長　小鳥川 彰浩（おどりがわ あきひろ）
　　　　　　　　　　　　　　　久美愛厚生病院

社会局　広報部より

　巻頭文・会員の声・事業活動報告など、会員の先
生方におかれましては、広報部からの原稿依頼に快
くご協力下さいまして、誠にありがとうございます。
　広報部では会員の先生方に少しでも多くの情報を
発信できたらと思い、機関誌「らいちょう」の発行
を5月、8月、11月、2月の年4回実施しております。
（編集の都合上、会員への発送は 25日前後の予定、
掲載原稿の締め切りは発行前月末日となります）
　機関誌「らいちょう」へのご意見、ご要望、求人
広告の掲載などございましたら、下記までご連絡下
さい。

広報部　伊藤　康行

　　医療法人社団橘会
　　新生病院　リハビリテーション科
　　　　　　　　　伊藤　　康行
　　〒 503-2417
　　岐阜県揖斐郡池田町本郷 1551-1
　　Tel：0585-45-3161　Fax：0585-45-3255
　　E-Mail　shinsei4@octn.jp

＜ 会　員　の　声 ＞

球  春  到  来

　　　　　　　　　　　㈱ケアトピック

福　本　雄　介　

　あたたかくなり、春の訪れを感じます。毎年 3月に

なると野球が待ち遠しくなります。選手として3チー

ムに加入し、ナイターを中心に試合をしています。週

に3試合をすることもあり、ハードなシーズンを送っ

ています。今年もけがなく、プレーができればいいな

と思っています。年 、々先輩方に言われるように体の

動きが悪くなってきているので気を付けなければと気

を引き締めています。

　また、私は普段の仕事とは別に、軟式野球連盟とい

う組織に加入し、学童、少年、一般、時には還暦まで

の運営、審判等に関わらせて頂いています。土日祝日

になると、各大会での審判をさせていただいておりま

す。ここまで野球に関わっていると、自分でも野球バ

カだなとつくづく実感します。

　活動をする中で、野球に関することはもちろんのこ

と、最近は選手の保護、怪我防止、投球制限と話題

になってきており、様々な選手を守る措置、規則がで

きてきています。ジャッジする立場としてはもちろん

のこと、自分の職業がなにか活かせないかと考える事

があります。スポーツ分野で活躍されておられる理学

療法士の方もたくさんいますが、田舎のアマチュアの

小さな団体の中ではまだまだ予防に関して知識が少な

く、専門家の介入もほとんどないのが現状です。

　今後も活動をして行く中で、理学療法士の職域にま

だまだ可能性があるのではないかと感じます。具体的

なことは考えていないのが正直なところですが、今後、

何らかの形で貢献できればいいなと考えています。

これからも仕事にプライベートに邁進していきたいと

思います。

　この記事を書いている時は、世の中はコロナウイル

ス騒動の真っ只中です。自粛要請が出ており、大会、

練習等活動が開催できない状態が続いています。掲載

される頃には落ち着いている事を願うばかりです。
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令和 2年度　賛　助　会　員
会　社　名　・　施　設　名 電 話 番 号

有限会社　加納ビジネス
〒 500-8456　　岐阜県岐阜市加納大黒町 2－ 32

TEL 058-273-3007（代）

有限会社　中部義肢
〒 486-0911　　愛知県春日井市西高山町 3丁目 16－ 12

TEL 0568-34-7143

岐阜保健大学
〒 500-8281　　岐阜県岐阜市東鶉 2丁目 92番地

TEL 058-274-5001

東名ブレース株式会社
〒 489-0979　　愛知県瀬戸市坊金町 271

TEL 0561-85-7355

株式会社　松本義肢製作所
〒 485-0805　　愛知県小牧市大字林 210－ 3

TEL 0568-47-1701

学校法人誠広学園　平成医療短期大学
〒 501-1131　　岐阜県岐阜市黒野 180

TEL 058-234-3324

中部学院大学
〒 501-3993　　岐阜県関市桐ヶ丘 2丁目 1番地

TEL 0575-24-2211

株式会社　ケア
〒 502-0848　　岐阜県岐阜市早田本町 1丁目 9番地

TEL 058-233-7981

株式会社　大塚製薬工場
〒 500-8856　　岐阜県岐阜市橋本町 2-20　濃飛ビル 9階

TEL 058-227-3811

インターリハ株式会社
〒 114-0016　東京都北区上中里 1-37-15

TEL 03-5974-0231
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公告掲載のご案内

士会ニュース公告掲載のお問い合わせ・申し込みにつきましては
広報部までお願いいたします。 

　　　　　　広報部
　　　　　　〒 503-2417 揖斐郡池田町本郷 1551-1
　　　　　　　　　 　　　医療法人社団橘会　新生病院
　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション科　伊藤康行
　　　　　　TEL.0585-45-3161　FAX.0585-45-3255

　　　　　　　  E-mail：shinsei4@octn.jp

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
2020．5．26

発行人：公益社団法人 岐阜県理学療法士会
　　　　　　会長　舟　木　一　夫
事務局：〒500-8384 岐阜市藪田南１丁目11番 12号
　　　　　　　　　　　　　岐阜水産会館 4B‒4号室
　　　　　　　　 　　TEL・FAX （058） 277－ 6166
編　集：伊藤康行
印刷所：㈲いすくら
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

編 集 後 記　


　らいちょう 133 号作成に当たり、巻頭文・会員の声の原稿依頼を快諾して、ご協力下さい
ました、武市陽介氏、福本雄介氏に感謝致します。
この場を借りて、お礼申し上げます。

　私の趣味は献血です。と言うとだいたい変なものを見る目で見られます。
　昨年は年間 20回以上献血ルームに足を運んだのですが、普段は社会貢献の意識などほぼあ
りません。しかし新型コロナウイルス感染の拡大に伴い、献血者が減少しているとのニュース
を見る事が多くなり、「行かねば！」と珍しく使命感に駆り立てられ献血の予約をとりました。
献血ルームを訪れると、予防措置がとられた状態で多くの（と言っても普段よりは少ないです
が）方々が献血に訪れており、胸がほっこりとしました。
　皆様、医療や介護など感染リスクの高い場所で勤務されている方が多く、ストレスを感じて
おられると思います。また、悲しいニュースや暗いニュースを聞くことが多くなっていますが、
身近なことで嬉しいことや楽しいこと、幸せなことを見つけ、この難局を乗り越えて行ければ
と思います。
　一日も早く皆様の元に以前の生活が戻ってくることを願って。　　　　　　　　　　　（N）




